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発刊のことば

　日本語の音声コミュニケーションとその教育を専門に考える研究会「日本語音声

コミュニケーション教育研究会」* を，私たちが日本語教育学会のテーマ研究会とし

て作ったのが 2006 年の 4 月です。ようやく 7 年目にして，会誌の発刊という悲願を

達成できました。ご協力を賜りました方々に心よりお礼申し上げたいと思います。

ありがとうございます。

　『日本語音声コミュニケーション』（英語名 Japanese Speech Communication）は，マ

ルチメディアを駆使したオンラインジャーナルです。紙媒体の雑誌や本と違って，

動画そのもの，音声そのものを掲載することができ，掲載されたものは世界じゅう

で視聴されます。文字では書き表せないような，ちょっとした「日本的」な仕草でも，

日本語を発音している被験者の口の中を撮った MRI 動画でも，日本語の教室の様子

でも，世界に向けて発表することができます。

　日本語の音声コミュニケーションとその教育に関する私たちの理解をさらに深め，

研究を活性化していくために，本誌をご活用下さいましたら幸甚です。

2013 年　3 月吉日

「日本語音声コミュニケーション教育研究会」代表幹事

定延利之

＊　 2017 年より、「日本語音声コミュニケーション学会」となりました。本「発刊のことば」は、第 1 号刊行

時の掲載文をそのまま掲載しています。
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Main research �eld: Articulatory phonetics

Main books and papers:

・Erickson, D., Svensson Lundmark, M., and Huang, T. (to appear) Jaw opening 

patterns and their correspondence with syllable stress patterns. In Lars Meyer and Antje 
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・Svensson Lundmark, M. and Erickson, D. (2024) Segmental and syllabic articulations: a 
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JSLHR-23-00092
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(langsci-press.org), pp.1-45. DOI: 10.2478/9788366675728-001.
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Studying jaw displacement patterns. Linguistic Vanguard 2, pp.102-110. De Gruyter 
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早稲田大学商学学術院商学部講師（任期付）

主な研究分野：日本語学、音声学

主な著書・論文

・「後部要素が状態や動作をあらわす 4 字漢語のアクセントの自然度評価」『音韻研
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は、日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば、どなたでも投稿できます。（但し、会員以

外からの投稿も編集委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/membership

「投稿要領」と「編集委員会会則」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/publication

編集委員会のメンバーについては、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/history

その他のお問い合わせは、下記までお願い致します。

松田真希子（まつだ　まきこ）（代表理事） 

japanesespeechcommunication[at]gmail.com （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 192-0364 　東京都八王子市南大沢 1-1

東京都立大学　松田真希子研究室内  



編集後記

　会員のみなさん、『日本語音声コミュニケーション 13』の特集は、「音声と感情、

発話態度」です。

　感情や発話態度は、音声にこそ現れます。が、それを客観的に分析、記述するこ

とはできるのでしょうか。寄せられた論考に、請うご期待！！

　2024 年 9 月 3 日の朝日新聞に、「稼げなくても… 日本を選ぶ留学生」という記事

が掲載されました。「コロナ禍が落ち着き」、「日本語学校への留学生は過去最多に

なった」、「アルバイトに明け暮れるようなかつてのイメージは様変わりし」、「賃金

の相対的な低下や弱い円のため「稼げない国」と言われるようになった日本だが、

留学生の価値観は多様化し、大半が日本での進学や就職をめざしている」、「留学生

の多くは卒業後、引き続き日本で高度人材として働く道を選んでいる」とあります。

　日本社会において、かつては、私の教え子たちは、「アルバイトに明け暮れる」安

い労働力であり、今は、「高度人材として働く」労働力なんだなと思いました。

　そして、この記事は、「19 年には日本語教育推進法が施行され、今年度は文部科

学省が適正な学校を認定する手続きが始まった。これまでは正式な資格がなかった

日本語教師も、国家資格としての試験や登録が始まる」で終わります。

　国の体制が整備されていきます。

　私は、40 年以上、日本語教師として、非日本語話者に日本語を教えてきました。

労働力のためではなく、学習者のためにです。

　目の前にいる学習者たちに、より楽しい授業を提供したいと思います。そのため

には、日本語やその音声、言語の運用の仕方、教育方法などについての研究が重要

です。

　みな様からのご投稿をお待ちしています。

馬場良二（編集委員会委員長）
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